
1. は しめ に

北 見地方 で は,最低 気温 -20℃ 以下の

日が 続 く厳 冬期 にお いて も,南 を向 い た面 で

は積雪 の消耗が 見 られ る。 これ は融解ではな

く雪 面か らの蒸発 に よるもの と考 え られ,蒸

発量 の斜面依存 に関 す る観測 を行 っ た。 (本

来, 0℃ 以 下の場合 の水蒸 気 の 出入 りは昇 華

と言 うべ きで あ るが,方 向性 を明確 にす るた

め蒸発・ 昇華 とい う言葉 を用 いる。 )

2.蒸 発量観測

1989年 1月 か ら 3月 にか けて,北 見工 大

構 内 にお いて高 さ40-50c口 の 雪 山 を作 り ,斜 面

にお ける蒸 発 量を測 定 した (図 1)。 測定 は

雪 山の南斜面 45° ,22.5・ お よび北斜面 45° ,

22.5・ で行 い,水 平 面蒸発量 と比較 した。 蒸

発皿 としては 175E口 X85ョ ロx35日日の 角型プ ラ ス

チ ック容 器 を用 い た。 水平面 では塩 ビ製容 器 ,

発 泡 スチ ロー ル製容 器 も用 い られ た。 発泡 ス

チ ロー ル容 器 の場合,夜 間の 凝結 量 を過 大 に

見積 る傾向 にあ った (図 2)。

3.観 測結 果

1月 か ら 2月 にか けての 気温 の低 い時期 ,

水 平面蒸発量 と比較 して ,南 45・ 斜面 で は蒸 発

量が 約 2倍 で あ り,北 45・ 斜 面で は約 1/2で あ

った。 3月 に入 って融雪期 とな って表面が 濡

れ 出す と, この傾向 は小 さ く ∫つた (図 3)。

気象条 件 と比較 す ると,南 斜面 と北斜面 の

蒸 発 量の 差が 大 き くな るの は,気 温が低 く直

達 日射量 の大 きい快 晴の 日で ある。 これは表

面 温度の違 い,つ ま りは雪面 近傍 の蒸 気圧 の

違 い を反映 してい る と考 えられ る。 熱収 支的

には,潜 熱 の 式は本 来,蒸 気 圧勾 配 を合 む項

の み であ るが,斜 面 蒸発量 を求め る際 には ,

運二ρ豊塾じ2■に豊_ゑふ́嬢麟́魏」を_食J慨項,1加
わる́と解釈すると実用上便利になるであろう.
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斜 面蒸 発量観 測の 様子

2.水 平 面 蒸発量 の容 器 に よる違 い

(測 定 順. 0付 近 の ものは夜間 デー タ )
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図 3.蒸 発量の斜面 依存

a:冬 期  (1月 31日 -2月 23日 )

b:融 雪期 (2月 28日 -3月 9日 )
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